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１９４８セルカリアの形態学的研究
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secretoryglandcell

酸イソアミルで置換し，ドライアイス臨界点乾燥，金パ

ラジュウム・スパッタ蒸着を行ない，日立S-450型

SEMで観察した。その他のセルカリアはAcrytronE樹

脂で置換し，カプセル内に投入して冷蔵庫内で一晩重合

させた。包埋したセルカリアは超ミクロトームを用い，

ガラスナイフで薄切し，水面上のすべての切片を毛髪の

ループでスライドグラス上に移し，電球の下で加熱して

張り付けた。染色はAldehydefuchsin(ＡＦ),ＰＡＳ染色，

Toluidineblue(ＴＢ),およびＰＡＳ－ＴＢ二重染色を行なっ

たが，切片の厚さは染色法によってＬｕｍ－２/ｕｍの範

囲で変化させた。染色したすべての切片は写真撮影し，

連続した像となるように判定した。一部の虫体はさらに

超薄切片とし，酢酸鉛，酢酸ウラン二重染色後，常法ど

おりＴＥＭによる観察を行なった。

好銀性構造の観察はShortandCartrett（1973）の方法

に準じ，２％硝酸銀水溶液で固定し，グリセリン包埋し

たセルカリアについて行なった。一部の虫体については

固定期間を数日間に延長し，細胞内まで硝酸銀を浸透さ

せた。

結果

光学顕微鏡による連続切片の観察，および頭頂部の

SEMによる観察によってえられたＧｓｔ皿γ"iaeセルカリ

アの構造をＦｉｇ．１に示した。

体部，幹尾，岐尾に分れたＧｓｍγ"iaeのセルカリアの

水面切片では腹吸盤前後に染色性の異なる２種類の細胞

群が認められる（Figs2-3,Ａｇ,Ｐｇ)。その他，先端の頭

器官内には頭腺（Cg）と細胞群の導管，眼点（ＥＳ）前に

は神経細胞群に囲まれた中央神経連合（ＣＮ)，腹吸盤直

後に生殖腺原基（Gp)，体部側面に炎細胞（矢印）と排

泄管断面が認められる（Figs，4-5)。これらはＡＥ

ＰＡＳ，ＴＢ,および硝酸銀染色によって区別できた

（Tableｌ）。

腹吸盤前の細胞群は硝酸銀で数日間固定した場合Ｉこの

糸染色される好銀'性細胞で，左右に分かれて前進する導

緒言

吸虫類セルカリアの構造については従来，光学顕微鏡

による生きたままの虫体の観察，パラフィン切片作成に

よる組織化学的検討のほか透過型電子顕微鏡（TEM）お

よび走査型電子顕微鏡（SEM）を用いた微細構造の研究

が広く行なわれている。研究の多くが複数の技術的方法

を組承合わせて行なわれているが，虫体が小さく不明な

点も多い。原因として光学顕微鏡では微細構造がつかめ

ず，ＴＥＭでは連続切片が得られないために各器官の連

結が観察し難いためと考えられる。

Ｓｃ/ZiStOSOmα'72α"so"iのセルカリアの構造については

報告が多く，広く用いられている好銀性構造染色法に

よって７対の分泌腺細胞開口部の存在が明らかにされて

いる。しかし，光学顕微鏡では５対の細胞，ＴＥＭでは５

対または６対の細胞，ＳＥＭでは数対の腺細胞開口部が

明らかにされているにすぎない（DorseyandStirewalt，

１９７１；EbrahimzadehandKraft，１９７１；Samuelsonet

aJ.，1980,1984；ShortandCartrett，１９７３；Stirewalt

andDorsey,1974)。

著者らは一般染色も可能な樹脂に包埋した椋鳥住血虫

Gigα"to6jJha7ziast脚γ"ｉａｅセルカリアの形態について，

光学顕微鏡用連続切片およびＴＥＭ用切片を作成して観

察し，また，ＳＥＭによる微細構造の観察も合わせて行

なった。

材料と方法

Ｇｓｍ７"ｉａｅのセルカリアは鳥取県米子市の水田から

採集したヒラマキモドキPoZyPyZishemWZaeγ"Jαから

自然遊出法または破砕法によって分離し使用した。

セルカリアは2.5％グルタールアルデヒドで４時間，

４℃において固定した。燐酸緩衝液（ｐＨ7.4）で洗浄後

１％オスミウム酸によって２時間，４℃で後固定したの

ち上昇エタノール列で脱水した。セルカリアの一部は酢

(鳥取大学医学部医動物学教室）
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の咽頭様筋肉構造部では縮小しながら左右を前進する導

管束がみられる。眼点前から頭器官後部への斜め横断切

片（Figll）では導管束はさらに縮小し，頭器管を５個

の小点（矢印）となって通過する。頭器管部（Fig.12）

で再び太さを増した導管束は頭腺（cg）両側にふられ，

導管内および頭腺内ともに多数の分泌穎粒が認められた。

導管束は口部ちか<で腹面中央に下降し，いったん中央

に集合したのち束を解き，ＰＡＳ陽'性細胞群由来の６本の

導管は横一列となって開口（Figsl3-l4）する。好銀性

細胞群由来の４本の導管はｌ対がやや背面，他のｌ対は

やや腹面側に移動して開口（Fig.１３，矢印）するが，先

端部は常に空洞で分泌物の放出は見られない。しかし，

ＰＡＳ陽性の分泌穎粒は常に導管の先端まで達し，自然遊

出セルカリアではしばしば分泌物が放出されていた

（Fig.１５）。さらに，この分泌穎粒は先端の開口部から

だけでなく腹吸盤からも放出されており，切片上の腹吸

盤にもＰＡＳ陽性物質が観察されたが，導管または開口

部は不明であった。先端部の好銀性構造のうち，腺細胞

開口部は連続切片によって追跡したとおりで，横一列に

並ぶ大きい開口部とその導管，これらのややセルカリア

背・腹面に配列する好銀性細胞の小さい開口部（Fig

l6，矢印：小）がみられる。また，中央の開口部の腹面

に接した１対の開口部（Fig.１６，矢印：大）は自然遊出

後のセルカリアではごく先端にしか認められない（Fig.

１４，矢印)。破砕法によってえたセルカリアでは，この導

管は腹面中央から急速に太さを増して両側方へ移行し

（Fig.17,矢印)，ｌ対の導管東ちか〈を独立して遊走し

好銀性細胞群前の腹面に達する（Fig.１８，矢印)。この細

胞および導管内にはＰＡＳ染色，ＴＢ染色で濃く染まる小

穎粒がみられる。

体部後端にはＶ字型の厚い襄壁をもつ排泄嚢（Fig.

19,矢印）がみられ，横断切片で連続して観察すると，

ｌ対の排泄嚢の断面（Fig.２０）は小さくなって中央に接

近し，隔壁のみられる体部・尾部間の空隙に連ながる。

排泄管は尾部へｌ対のまま移行したのち，炎細胞のやや

前方で合同する。

硝酸銀に染色される好銀性構造（Table２）のうち，

体部では背面に９対（Ｄ），腹面に５対（Ｖ)，側面に９

対（Ｌ)，腹吸盤上にｌ対，合計24対の構造が左右対称的

に配列した認められる（Fig.２１)。しかし，この基本的配

列はセルカリア20のうちの１０虫体の承に認められ，その

他の虫体については腹吸盤以降において１－２個ずつが

過剰であるかまたは欠落していた。

ＳＥＭによる観察では，セルカリアは多数の小鰊で覆

われ，体部の24対の好銀性構造の配列に一致して体表面

に乳頭が認められた。小鰊は後方に向かって小さく少数

となるが，背面の５－６対目の乳頭のあいだに小赫の存

在しない部分が認められた（Fig.２２)。乳頭には基部と
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Fig.１．Bodyofthecercariae，semidiagramatic

drawing、Agadhesivegland,Ａｇｏ：adhesivegland

opemng，Ｃｇ：cephalicgland，ＣＮ：centralnerve

commissure，Ｅｂ：excretorybladder，Ｅｄ：ｅｘ‐

cretoryduct,Egescapegland,ＥｇＯ：escapegland

opening，ＥＳ：ｅｙｅｓpot，Ｆｃ：ｎａｍｅｃｅｌｌ,Ｇｐ：genital

primordia，Ｈｏ：ｈｅadorgan，１，：intestine，Ｍ：

mouth，Ｍｓ：pharynx-likemusclestructure，Ｐ：

anteriortippapillae，Ｐｇ：penetrationgland,ＰｇＯ：

penetrationglandopening，Ｓ：secretionfrom

adhesivegland,Ｔ：ｔａｉＬ

管は頭器官を通過するとき－時的に細くなる（Fig.３)。

腹吸盤前後の細胞内にはおよそＭｍの大小不同の穎粒

が充満しているが，ＴＥＭによる観察では，後方の

PAS陽性細胞内の穎粒は電子密度が高く，硝酸銀染色後

の好銀性細胞内の穎粒（Fig.６）内には多くの大小の黒

色粒子の沈着が認められた。

セルカリアの体部後方から前方への連続切片の観察で

は，自然遊出セルカリアにおいてはＰＡＳ陽性細胞内の

穎粒の消失が認められた（Ｆｉｇ７)。腹吸盤後方（Ｆｉｇ８）

では生殖腺原基（矢印）のほかは細胞群で占められ，腹

吸盤部位には背面へ伸びる太い筋束が認められた。腹吸

盤前では腹面に好銀性細胞群，背面にはＰＡＳ陽性細胞

群由来の３本の導管束ｌ対が認められる（Fig.９)。さら

に前方，中央神経連合近くでは中央に腸管の断面と腹面

中央に下降した細胞群由来の５本の導管束ｌ対が認めら

れる。

眼点部では背面へ伸びる筋束（Fig.１０)，頭器管後部

(39）
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TablelComparisonoforgansstainedwithaldehydefuchsin（ＡＦ)，silver

nitrate(ＳＮ),toluidineblue(TB）ａｎｄＰＡＳｒｅａｃｔｉｏｎ（PAS）

ＡＦＳＮＴＢＰＡＳ

Penetrationglands

Escapeglands

Adhesiveglands

Cephalicgland

Nervecommissure

Genitalcells

＋＋＋＋

＋
＋
＋

＋
＋
＋
＋
＋
＋

＋
＋
＋

＋＋＋

＋＋＋

＋＋

＋＋

－：negative,＋：slightlypositive,＋＋：positive,＋+＋：intenselypositive．

長い突起をもち体表面から突出しているものと小孔状の

ものがあり，そのうち背面の５対目（Ｄ５）および腹面

の３対目（Ｖ３）は長い５ﾉｕｍくらいの突起と二重の基

部をもつ大きい乳頭で（Fig.２３)，その他は基部が小さ

い。小孔状乳頭は背面（Ｄ）前端から１，２，６，９対

目および腹面（Ｖ）の１，２，５対目に認められ，中央

に小孔のある直径およそ０．５〃ｍの隆起であった（Figs

24-25)。

尾部の好銀性乳頭は幹尾後方の両側に数個ずつ，岐尾

部にそれぞれ１－２個認められる虫体が多い（Ｆｉｇ．２６）

が，配列は不規則で数十個の乳頭がふられる虫体もあっ

た。ＳＥＭによる観察では多数の小疎で覆われた表面に

は，外被が円形に隆起し，その中央から約５ﾉｕｍの一本

の細い線毛の突出する乳頭がみられる（Fig.２７)。

頭頂部の好銀性構造は腺細胞開口部として，腹吸盤後

方からのＰＡＳ陽性細胞由来の大きな３対，腹吸盤前の

好銀性細胞由来の２対（Ｆｉｇ．２８），腹面中央のｌ対

（EgO）のほか，腹面に４対，背面に６対の構造が認め

られた。

ＳＥＭによる観察では，頭頂部背面像で，横一列に並ぶ

６個の開口部に分泌中の球形の穎粒がみられ，開口部の

内側から多数の舌状の構造物が突出しており，これらの

背・腹面に２対の開口部（矢印）が認められる（Ｆｉｇ

29)。腹面像(Fig.３０，矢印）では中央にｌ対の小さな開

口部が認められる。側面からの観察では，開口部の腹面

に４対（Fig.３１)，背面に６対（Fig.３２）の乳頭が好銀性

構造の配列に一致して認められる。これらの乳頭は二重

の基部に丸く短い突起があるもの（Ａ）が背・腹両面に

３対ずつ，小さな基部から細い１本の突起があるもの

（Ｂ）が背・腹両面にｌ対ずつ，小さな基部に短い２本

の突起があるもの（Ｃ）が背面に２対，合計20本が規則

的に配列しており，形態的に３種類に区別できた

（Figs31-33）。

考察

セルカリアの感覚乳頭や腺細胞の開口部は好銀性構造

として光学顕微鏡によって捕らえうるため，多くの種類

について研究され，配列と数は種の区別の重要な参考と

されている。住血虫類についても報告は多いが，頭頂部

の構造は小乳頭や小開口部であるために明らかにされて

いる種類は少なく，ＳＥＭまたはＴＥＭによる観察と好

銀性構造は一致していない。Ｇｓｍγ"ｉａｅでは腺細胞とそ

の導管の内容物を染色した連続切片によってこれらの位

置と走行が明らかとなり，好銀性構造である小乳頭と腺

細胞の開口部もＳＥＭによる観察と一致した。

６対の腺細胞のうち，虫体前半部の腹面に位置する１

Fig2HorizontalsectionstainedwithaldehydefUchsin,showingpostacetabular,adhesiveglandcell(Ａｇ)．

Fig.３．Argentophilic,penetrationglandcellsandapairofductbundles，

Figs､４－５．Horizontalsectionsstamedwithtoluidineblue,showingdistributionofcephalicgland(Cg),adhesive

andpenetrationglandcel1ｓ（Pg)，centralnervecommissure（ＣＮ),genitalprimordia(Ｇｐ),ｅｙｅｓpot(ES）
ａｎｄｎａｍｅｃｅｌｌ(arrow)．

Fig.６．Finestructureofsecretorygranuleswithblackpigmentsinpenetrationglandceustainedwithsilver
mtrate、

Figs､７－１０．Crosssectionsfromposteriortoanteriordiｴectionstamedwithtoluidineblue・
Fig.７．Posteriorendofnaturallyemergedcercariae,showingflamecell(arrow)ａｎｄdisappearanceofsecretion

madhesiveglandcel１．

Fig.８．Portionofgenitalprimordia(arrow)．

Fig.９．Portionofpenetrationsglandcell，showingapairofductbundlesdorsaUyleadingfromadhesivegland
ceUs．
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Table２Numbers,kindsandlocalizationofargentophilicstructuresoncercariaeofO､Ｓｒ”"Ｊａｅ
●

Ｔｏｔａｌ

ｄｏｒｓａｌｌａｔｅｒａｌｖｅｎｔｒａｌｎｕｍｂｅｒａｃｅｔａｂｕｌｕｍ

Anteriortip

Duct-openings

penetrationgland（preacetabular）

adhesivegland（postacetabular）

escapegland

PapiUae

shortciliated

singleciliated

doubleciliated

４
６
２

1２

６
２
４

６
２

2０

Body

Cell

penetrationgland

Papillae

plt

ciliated

４

８
０
１

4８

４
６

２1８

Tail

Papillae

ciliated undecided

村（1961）が報告している体部両側の８対の脱出腺に相

当するもの，その導管および開口部などは認められな

かった。

腹吸盤前後の２対および３対の腺細胞は住血吸虫類の

Ｓｍα"so"i,Ｓ､ｊａＰｏ"icz4m,８．/zaemato6i拠れ,Gigα"to-

6iZhαγziahz｛γo"e"sｉｓ,Ｓｃ/Zjstosoma伽mdomAittiなどに

ついて，ＰＡＳ反応，Purpurin，Apomorphine，Clayton

Yellow，ArizarinRedSによる染色で区別され，８．

対のＰＡＳ陽性細胞は自然遊出セルカリアにはみられな

いことから脱出腺細胞escapeglandcellと考えられる。

のこる５対の腺細胞由来の導管は１対の導管束となる

が，このうち腹吸盤後方からの３本は太く，２本が細い

こと（DorseyandStirewalt,1971）および脱出腺細胞の

位置とその太い導管が１対の導管東ちか<を独立して走

行すること（EbrahimzadehandKraft,１９７１；Dorsey，

1974）など８．ｍα"so"iのセルカリアと同じであった。野

Fig.１０．Portionofeyespots（ES),showingmusclebundles(arrows）extendeddorsallyandductbundlesbrought
downventrally，

Ｆｉｇ．１１．Transversesectionthroughposteriorendofheadorgan，showinggraduallycontractingductbundles・
Arrowsmdicatethatductbundlesgalnanentrancetowallofheadorgan・

Fig.１２．Crosssectionthroughheadorganstainedwithtoluidineblue,showinglargerductbundles、

Ｆｉｇ．１３．Portionofanteriorend，showingseparatedadhesiveglandductstransversely・Arrowsindicatepenetration
glandopenings、

Fig.１４．Portionofanteriorend，showingescapeglandducts・

Ｆｉｇ．１５．Horizontalsectionofanteriorend,showingsecretionsfromadhesivegland

Ｆｉｇ．１６．Argentophilicstructuresofanteriortip，showinglinearlyarrangedsixlargeductopeningsfromadhesive

glandceUs，apairofductopemngsfromescapeglands（largeaｴrows）andfoursmanductopenings

frompenetrationglandcells(smaUarrows)．

Ｆｉｇ．１７．Transversesectionthroughanteriorpartofcephalicglandcellstainedwithtoluidineblue，showinga

pairofductsfromescapeglandcells(arrows）nearductbundles・

Ｆｉｇ．１８．Sagittalsectionofnon-emergedcercariastainedwithPASreaction,showingescapeglandcellandduct・

Ｆｉｇ．１９．Ｈorizontalsectionthroughposteriorpartofcercarialbody，showingV-shapedexcretorybladder、

Fig.２０．Transversesectionofposteriorpartofbodystainedwithtoluidineblue，showingapairofexcretory
bladder．
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ｍα"so"ｊでは終宿主に侵入後または培養後の虫体から消

失すると報告されている（岡村・三浦，１９５１；三浦，

１９５５；Stirewalt,１９５９；StirewaltandKruidenier,１９６１；

Bruckner,1974;ColleyandWikeL1974;Stirewaltand

Dorsey,1974;SamuelsonetaJ．，1980)。

３対のＰＡＳ陽性細胞内の分泌物はＳ・加α"so"iでは吸

着している頭端からスライドグラス上などに分泌され，

侵入中のマウスの皮膚上に分泌されると５分後に細胞内

から消失するが，これは組織化学的にも吸着のための粘

液物質であると報告されている（Stirewalt,1959,1966；

Stirewaltandkruidenier，1961；StirewaltandDorsey，

1974)。Ｇｓｔ”"ｊａｅでもビーカーやピペットなどガラス

容器に頭端または腹吸盤で吸着するが，頭端はとくに吸

着力が強くかなり激しく動かしても離れない。ＰＡＳ陽性

物質が腹吸盤からも分泌されていることは新しい事実で

あるが，終宿主へ侵入するまえに放出されていることか

ら，これは吸着腺細胞adhesiveglandcellと考えられ

る。吸着腺の開口部から突出する多数の舌状構造物が存

在するが，これは恐らく吸着器官であり分泌物は吸着に

ついて補助的な役割を果たしているものと考えられる。

SEMまたはＴＥＭによる観察で認められている８．

ｍα"so"/やＳ、jaPo7zicwm頭端のtegumentalfold

(RobsonandErasmus,1970;DorseyandStirewalt,1971；

ShortandCartrett,1973;Sakamotoandlshii,1978）は開

口部のＳＥＭによる観察を不可能としているが，これは

恐らく０ｓ、γ"iaeの吸着器官に相当するものと考えら

れる。

腹吸盤前の２対の好銀性細胞には内容物の消失や開口

部からの放出も認められないことから残されている活動

のための器官，即ち侵入腺細胞，penetrationglandcell

と考えられる。８．ｍα"so"iではこの２対の細胞内容は，

終宿主に侵入後分泌されて周囲の組織を破壊すること，

蛋白分解酵素であること，接触30分後にマウスから回収

された虫体から消失することなどが明らかにされている

（StirewaltandKruidenier,１９６１；Stirewalt,１９６６，

１９７３；StirewaltandDorsey,１９７４；StirewartetaJ.，

1983)。

Ｇｓｍγ"ｉａｅの侵入腺細胞は従来の報告にみられるよ

うな短時間の染色法では硝酸銀に染まらないので，他の

住血吸虫との比較はできないが，長時間の染色では黒色

となり，ＴＥＭによる観察では分泌頴粒内に多数の大小

の黒色粒子が沈着していた。これは硝酸銀が重金属と二

重置換して銀の塩類となったのち，還元された銀が黒色

の金属状態となる反応で，Ｃａである可能性は強いが，同

じ反応を起こす金属も知られているので断定はできない。

Bruckner（1974）はＳｍα"so"j’８．haemato6iz`加，

Ｇ〃γo"e"sisなどの２対の細胞群はApomorphineに対

する染色'性が８.ｊａｐｏ"ic…や８.ｄｏ"t/z伽とは異なると

報告している。また，この細胞には重金属として８．

７７zα"so"/からＣａ（LewertandHopkins,1964）が，Ｓ、

ｊａＰｏ"jcw77zからＭｇ（岡本・三浦，1951）のほかＣａ，

Zn,ＣＯ（三浦，1955）などが組織化学的に検出されてい

る。腹吸盤前の細胞に反応し，染色している硝酸銀，

Purourin,AlizarinRedSなどは一般的にＣａ検出用試薬

として使われているので，Ｃａが存在する可能性は強い

が，他の重金属にも反応する。

ＬｅｗｅｒｔｅｔａＪ．（1966）はArizarinRedSへの染色'性

がＳｍα"so"ｉでは強くＳ、ＣＩＯ"ｔｈ伽では弱く，８．

ｊａＰｏ"iczmzではあまり染まらないこと，Ｃａを特異的に染

色するＧBHA試薬ではＳノapo"icwmだけがほとんど染

まらないこと，ＣａまたはＭｇの有無が終宿主への侵入と

成熟に大きな影響をあたえることなどを報告している

が，酵素内の重金属は種類により含まれ方が異なってい

るものと考えられる。

その他の内部構造として特徴のあるＶ字型をした排泄

嚢は，形態的にＡ"stγＣＭ/zαγｚｊａｔｅγγiga陀冗sisの排泄雲

（Rohde,1977）によく似ており，従来の報告とは異な

る。

外部構造のうち，頭端の好銀性構造は小さく，光学顕

微鏡による観察は困難で明らかにされている種類は少な

いが，８．‘omhjtti，Ａ・ｔｅγγjga上"sｉｓ，Ｏγ"ｊｔｏＭｈａｒ尾ia

cα"αＪｉＭａｔａなどでは腺細胞の開口部は６対と考えられ

ている（それぞれKnosandShort,1973；Rohde,1977；

Wagner,1961による)。Ｓｄｏｚ４ｔ/z伽の開口部の数，大き

さ，配列はＧｓｍγ"ｉａｅと同じで，KnosandShort

l973）の好銀性構造の略図で示されている大きい開口部

３対（１，ｍＶ）は吸着腺，そのあいだの小さい開口

部２対（Ⅱ，Ⅳ）は侵入腺，腹面側中央の１対（Ⅵ）は

Fig.２LLateralviewofbasicpatternofalgentophiliclateral（L)，ventral（Ｖ）anddorsal（Ｄ）structuresonthe

body、

Fig.２２．SEMobservationofanteriorpartofｂｏｄｙ，showingarrangementofpapillaewithaciliumandadorsal

circularareawithoutspmes・

Fig.２３．Enlargementofpapillawithacnium、

Figs・Z4-2aSEMobservationsofbodypapillaewithoutcnium・

Fig.２６．Argentophilicstructuresoftan(arrows)．

Fig.２７．SEMobservationoffurcalrami，showingfinfbld，excretoryporeandpit-1ikepapillaewithasingle
cilium(ｍｏｗｓ)．
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４１９

指摘されているように脱出腺開口部に相当し，直線的に

並んでいる。これに比較して，８．ｍα"so"i,Ａｔｅγγiga-

化"sｉｓ,０．ｃα"αZic汎Ｊａｔａなどの開口部は三日月型に配列

している。しかし，直線的でないだけであってＳ

ｍα"so"iの腺細胞開口部の略図（ShortandCartrett，

1973）における配列もよく似ており，大きい開口部

（１，N，Ⅵ）が吸着腺，その間の小さな開口部（、

Ｖ）は侵入腺，腹面中央のｌ対（Ⅶ）は脱出腺開口部で

あろう。Ｓ､、α"so、の好銀性構造のうち開口部につい

てShortandCartrett（1973）は小乳頭より大きく，輪郭

が黒いことで容易に７対に区別できたと述べ，Wagner

（1961）は区別できず開口部の数は不明と報告している。

しかし，Ｇ,Ｓｍγ"ｉａｅの小乳頭のうち２種類（Ａおよび

Ｂ）は輪郭だけ染色されて開口部と区別出来ず（Ｆｉｇ．

28)，ＳＥＭによる観察ではじめて乳頭であることが明ら

かにできた。頭端がtegumentalfoldに覆われているＳ、

、α"so"iはＳＥＭによる観察では開口部の数は明らかに

されていないが，ＴＥＭによる観察では腺細胞は６対で

ある（EbrahimzadehandKraft,1971)。７対目の開口部

は対の細胞ではない頭腺由来のものと推察されている

が，これについては今後検討される必要があり，少なく

ともＧｓｍγ"jaeには頭腺由来の導管または開口部は認

められなかった。

頭端の10対の小乳頭は腺細胞の分泌活動に関係する感

覚乳頭と考えられるが，細胞群と同じように形態的に３

種類に分けられる。おそらく，背腹両面各６本の大乳頭

（Ａ）は６個の吸着腺に，背腹両面各２本の突起をもつ

乳頭（Ｂ）または背面の４本の二重突起の乳頭（Ｃ）の

どちらかが２個の脱出腺と４個の侵入腺に対応するので

あろう。

吸着腺からは一度に大量の分泌物が放出されている

が，頭器官壁を通過中の導管は分泌穎粒より細い。恐ら

く，腹吸盤から背面へ放射状に腺細胞群を包むように伸

びる７本の太い筋束（Komiyaandlto,1952）が必要とす

る細胞内の分泌物を頭器官内へいったん送り込糸，その

分泌物を頭器官後端の咽頭様筋肉構造の働きによって放

出する二段階の機構のあることが推察される。

体表面の多数の小赫は後方ほど小さくなり，また減少

するが，頭部後方の背面と腹吸盤の一部に小疎の見られ

ない部分があることはＡｔｅ７７ｉｇル"sｉｓについても報告

されており（Rohde,1977)，注意して観察すれば同じ構

造をもつ種類があるかもしれない。

体部の感覚乳頭は基本数48で,、この配列は半数のセル

カリアに認められた。この数はＳ、、α〃so7ziおよび８．

γodhα〃の基本数62,s・ｊａＰｏ"/c"、およびＯｃα"α"

c"Ｚａｔａの56,Ｓｄｏ７ｔｈ伽の5２（Wagner,1961;Shortand

Cartrett,１９７３，ShortandKuntz,１９７６；Sakamotoand

lshii,1978;KnosandShort,1979）などに比較してかなり

少数である。２４対の体部乳頭のうち７対は小孔状で，そ

の他は1本の突起をもつ乳頭であった。小孔状乳頭は形

態的にほぼ同じで，円形に隆起した外被の中央に小孔が

ある。この小孔の中央から細長い1本の腺毛が突出して

いる尾部の乳頭の形態は，Nuttman（1971）がＴＥＭに

よって観察したＳ､、α"so7ziの尾部の乳頭とよく似てい

る。体部背面のＤ１，，２と腹面のＶＬＶ２が小孔状

である点はＳｍα"so"ｉと同じであるが，Shortand

Cartrett（1973）がこの４対のほかははっきりした小孔

状を示さないと述べているように，そのＳＥＭ像または

Nuttman（1971）およびMorris（1971）のＴＥＭ像と比

較するかぎりでは，Ｇｓｔ”"iaeとは外被の隆起や小孔の

大きさなど，明らかな相違が見られる。

本論文の要旨は，第42回日本寄生虫学会西日本支部大

会および第５6回日本寄生虫学会総会において発表した。
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! Abstract !
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MORPHOLOGICAL OBSERVATIONS OF CERCARIA OF

GIGANTOBILHARZIA STURNIAE TANABE, 1948

JOJI MAEJIMA, SEIICHI YAZAKI, SOJI FUKUMOTO and HAJIME KAMO

(Department ofMedical Zoology, Tottori University School ofMedicine, Yonago, 683, JAPAN)

Argentophilic structures and gland cells of Gigantobilharzia sturniae cercariae were examined by

light, scanning and transmission electron microscopy.

Three types of gland cells were histochemically distinguished as follows: 2 pairs of argentophilic,

preacetabular, penetration gland cells; 3 pairs of PAS-positive, postacetabular, adhesive gland cells; and a

pair of escape gland cells containing PAS-positive globules, which were smaller than those of other cells.

The tegument of cercariae was covered with spines, excluding in a circular dorsal area at the level

of the posterior end of head organ. The basic number of argentophilic body papillae (excluding those of

the anterior tip) is 48:2 acetabular, 10 ventral, 18 dorsal and 18 lateral (9 on each side). Body papillae,

presumed to be sensory nerve endings, were recognized through SEM as 12 pits and 36 uniciliated

papillae. Tail papillae, represented a disk-like elevation with a cilium in the center of a hole, showed

greater variability in distribution and number.

Three types of argentophilic small papillae were regularly distributed at the anterior tip of

cercariae, 10 on each dorsal and ventral sides.

Six argentophilic duct-openings of adhesive glands, projecting tongue-like adhesive organs were

linearly arranged between sensory papillae.

Duct-openings of 4 penetration and 2 escape gland cells were distributed dorsal and ventral side

near at adhesive gland openings. The papillae pattern on the body and anterior tip of G. sturniae differs

from those of other species of schistosomes described so far.
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